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     令和５年９月１３日  

 

大山南光河原駐車場 

一般社団法人大山観光局 

代表理事 足立 敏雄 様 

 

大山町長 竹口 大紀         

 

 

令和４年度「大山南光河原駐車場」 指定管理者業務評価書 

 

 

【モニタリング終了後の総評】 ・事業計画書、 収支予算書と実際の業務内容を比較して 

記入する。 

・毎月の「運営状況チェック表（自己評価）」、半年ごと 

の「モニタリング評価表」で確認した内容等を記入する。 

【施設所管課】 

施設管理は計画どおり行われている。除雪作業量の増大が大きく収支に影響を与えている

ため対策を講じていただきたい。またアンケートの回答が得られるような方法を検討して

いただきたい。 

【第三者評価】 

全体的に良好な管理内容である。 

 

 

 

【今後の業務改善方策等の特記事項】 

【施設所管課】 

アンケートを実施していたが回答が得られていないため、実施方法を検討していただきた

い。 

 

【第三者評価】 

 

 

 

 

施 設 名  大山南光河原駐車場 

施設所管課 観光課 

指定管理者名  一般社団法人大山観光局 

指 定 期 間 令和４年４月１日 ～ 令和９年３月３１日（１年目） 
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団体名

所在地

評価 特記事項

Ｂ 資料等確認

Ｂ 資料等確認

(2)職員研修 Ｂ 資料等確認

(3)利用促進業務 Ｂ 資料等確認

(1)利用状況 Ｂ 資料等確認

(2)利用者の要望把握
等

Ｂ 資料等確認

(1)保守点検業務 Ｂ 資料等確認

(2)清掃・維持業務 Ａ 資料等確認

(3)保安・警備業務 Ｂ 資料等確認

(4)修繕業務 Ｂ 資料等確認

国立公園大山地内の利便性を高め、大山の歴史及び文化並びに自然に親しむ機会を増大させ、自
然を大切にする心を育むとともに、大山の観光振興に寄与するため。

大山南光河原駐車場

観光課

一般社団法人大山観光局

鳥取県西伯郡大山町大山４５－５

令和４年４月１日 ～ 令和９年３月３１日

　公募   ・   非公募

３ 保守点検及び清掃等の業務

２ 利用者に関する業務

利用者数・稼働率等は適切な水準であるか     ※１

利用者の要望の把握及びその実現策は適切に行われてい
るか

職員の業務に必要な資質・能力の向上を図るための研
修・教育が適切に行われたか

利用者拡大のための利用促進業務が適切に行われたか

施設の設置目的

主な実施事業

評価項目

施設の管理体制が明確になっており、基準に基づいた適
切な人員配置がなされているか

安全対策、危機管理体制などが十分に講じられているか

Ⅰ  履行の確認（６５点）

(1)管理体制

駐車場の維持管理及び冬季スキーシーズンの駐車場料金の徴収を行う。主な自主事業は、駐車場
の定時台数調査及び自社HPにおける冬季の道路状況及び駐車場の空き状況発信である。

評価基準

１   施設全般の管理運営に関する業務

 

基準に基づき、清掃業務・維持管理が適切に行われたか
第三者に行わせる業務は必要最小限の範囲か

基準に基づき、保安・警備業務が適切に行われたか
第三者に行わせる業務は必要最小限の範囲か

基準に基づき、修繕業務が適切に行われたか
第三者に行わせる業務は必要最小限の範囲か

基準に基づき、保守点検が適切に行われたか
第三者に行わせる業務は必要最小限の範囲か

指定管理者名

指定期間

選定方法

令和４年度「大山南光河原駐車場」モニタリング評価表（令和５年５月）

施設名

施設所管課



４ 自主事業の実施に
関する業務

Ｂ 資料等確認

５ 情報公開・個人情
報に係る措置

Ｂ 資料等確認

６ 管理目標 Ｂ 資料等確認

１ 利用者満足度 Ｃ
資料等確認
アンケートを実施したが回答を
得られていなかった

２ 維持管理業務 Ｂ 資料等確認

３ 運営業務 Ｂ 資料等確認

４ 自主事業 Ｂ 資料等確認

５ 施設の効用 Ｂ 資料等確認

１ 事業収支 Ｂ 資料等確認

２ 経営状況 Ｂ 資料等確認

合計点

(60) 点/(100)点

×100
＝

(60)

平均点 (3)点

※施設の性格や設置目的により、評価項目は追加、変更できる。

※評価区分  Ａ（優  良）＝協定書等の基準を遵守し、その水準よりも優れた管理内容である。（５点）

　Ｂ（良  好）＝協定書等の基準を遵守し、その水準に概ね沿った管理内容である。（３点）

　Ｃ（課題含）＝協定書等の基準を遵守しているが、管理内容の一部に課題がある。（１点）

　Ｄ（要改善）＝協定書等の基準を遵守しておらず、改善の必要な管理内容である。（０点）

※特記事項欄は、評価を行った確認方法（例：立入調査、台帳確認、資料等確認）と当該評価を行った理由を記載する。

※総評欄は、事業計画書等との整合性を検証し、評価、業務の改善方策等を記入する。

事業計画書に沿った自主事業が適切に行われたか

施設管理は適切に行われているが、収支面では冬季の除雪作業量の増大が影響をあ
たえており、経費の削減を図る対策を講じるとともに、利用者の増加が課題であ
る。新型コロナウイルスによる積極的な誘客を行いづらい状況ではあるが、アン
ケート等をより効果的に実施し、サービス向上につなげていただきたい。

利用者へのサービスの質を維持・向上させるための提案
は具体化されているか
利用者アンケート等を実施し、その結果は妥当であるか

日常清掃業務や衛生管理、備品などの設備の維持管理は
適正に行われ、良好な状態で施設の利用が行われている
か

情報公開 ・ 個人情報保護に係る措置は適切に行われた
か

施設の現状を正しく認識し、今後の在り方についての提
案は具体化されているか

指定管理業務の事業収支は妥当であるか    ※２

指定管理業務の経営状況分析指標の結果は妥当であるか
※３

Ⅲ サービスの安定性の評価 （１０点）

事業運営について、サービス水準の向上のための創意工
夫が見られるか
利用許可などの利用者への接客・対応は適切であるか

【総評 （所管課評価）】

Ⅱ  サービスの質の評価（２５点）

実施された事業内容は、施設の設置目的に沿い、サービ
ス水準の向上に寄与する質の高いものであるか

施設の効用を最大限に発揮し、設置目的の達成に資する
ことができる管理運営内容であったか



【補足資料】

※１   利用状況

本年度 前年度 対比が±20％を超える

〔令和４年４～令
和５年３月〕Ａ

〔令和３年４～令
和４年３月〕Ｂ

場合は増減理由を記載

開館日数 365 365 0 、 100.0 ％  

施設利用台数 12,757 10,659 2,098 、 119.68 ％  

施設稼働率 100.00% 100.00% 0 、 100.00 ％  

事業開催数 0 0 0 、 #DIV/0!  

項      目
対比

Ａ－Ｂ、Ａ/Ｂ



※２   事業収支

（１）収  入

本年度 前年度 対比が±20％を超える

〔令和４年４～令
和５年３月〕Ａ

〔令和３年４～令
和４年３月〕Ｂ

場合は増減理由を記載

売上高（利用料） 2,662,400 2,387,575 274,825 、 111.51 ％

受託料収入（管理料） 0 0 0 、 #DIV/0!

負担金収入 0 0 0 、 #DIV/0!

合     計 2,662,400 2,387,575 274,825 、 111.51 ％

（２）支  出

本年度 前年度 対比が±20％を超える

〔令和４年４～令
和５年３月〕Ａ

〔令和３年４～令
和４年３月〕Ｂ

場合は増減理由を記載

給料手当 444,609 691,678 △ 247,069 、 64.28 ％
職員の欠員補充ができ
なかったため

役員報酬 167,000 100,000 67,000 、 167.00 ％ 報酬額の改定による

雑給 759,403 702,286 57,117 、 108.13 ％

法定福利費 79,323 110,489 △ 31,166 、 71.79 ％
職員の欠員補充ができ
なかったため

外注費 945,780 613,580 332,200 、 154.14 ％ 除雪費の増による

修繕費 53,130 8,800 44,330 、 603.75 ％
グレーチングの取替費
用

水道光熱費 389,912 348,552 41,360 、 111.87 ％

広告宣伝費 0 0 0 、 #DIV/0!

消耗品費 127,078 107,939 19,139 、 117.73 ％

地代家賃 119,500 119,500 0 、 100.00 ％

保険料 53,469 53,469 0 、 100.00 ％

租税公課 92,773 115,317 △ 22,544 、 80.45 ％ 消費税額の減による

リース料 0 0 0 、 #DIV/0!

支払手数料 1,265 1,760 △ 495 、 71.88 ％
支払先の取引銀行の違
いによる

財産・土地使用料 0 10,358 △ 10,358 、 0.00 ％ 支出の増による

雑費 1,760 1,580 180 、 111.39 ％

合     計 3,235,002 2,985,308 249,694 、 108.36 ％  

項      目

項      目
対比

Ａ－Ｂ、Ａ/Ｂ

対比

Ａ－Ｂ、Ａ/Ｂ



※３   経営状況分析指標

本年度 前年度

〔令和４年４～令
和５年３月〕Ａ

〔令和３年４～令
和４年３月〕Ｂ

①事業収支 △ 572,602 △ 597,733 25,131 、 95.80 ％  

②利用料金比率 100.00% 100.00% 0 、 100.00 ％  

③人件費比率 42.38% 50.04% △ 0 、 84.69 ％  

④外部委託費比率 29.24% 20.55% 0 、 142.29 ％  

⑤利用者当たり管

理コスト

⑥利用者当たり自

治体負担コスト

①  事業収支：（収入－支出）

②  利用料金比率：（利用料金収入/収入）

③  人件費比率：（人件費/支出）

④  外部委託比率：（外部委託費合計/支出）

⑤  利用者当たり管理コスト：（支出/延べ利用者数）

⑥　 利用者当たり自治体負担コスト：（指定管理料/延べ利用者数）

4   利用者からの苦情の内容とそれに対する町 ・ 指定管理者の対応や市から指定管理者への指導状況

5   利用者アンケートの結果

0 0 #DIV/0!  

項      目 備     考

254 280 90.54 ％  △ 26

　アンケートを実施したが回答を得られなかった。

事業全体が黒字で施設の管理運営ができているかどうか確認する。 赤字の場合は、管理継続性の面での課題を解決し、 黒字
化のための方策を検討する。

収入に占める利用料金の割合。指定管理者の収入源がどこにあり、それが安定したものであるかを確認する。

支出に占める人件費の割合。支出の中で人件費が減らされすぎていないか、又は費用がかかりすぎていないかを確認する。

支出に占める外部委託費の割合。外部委託に過度にシフトしていないかを確認する。

利用者１人当たりにかかる費用。前年度や事業計画との比較、類似施設との比較により施設の効率性を確認する。

利用者１人当たりにかかる自治体の費用。前年度や事業計画との比較、類似施設との比較により施設の効率性を確認する。

・冬季駐車場利用料金について（日をまたがる利用）→利用料金表示・説明の徹底

0

、

、

対比

Ａ－Ｂ、Ａ/Ｂ


